





















































































































































































































	 	 昭和 8年 9月「土耀会」発足
『草原』第 1号	昭和10年 8 月
『草原』第 2号	昭和15年 1 月
『草原』第 3号	昭和15年 3 月
『草原』第 4号	昭和15年 9 月
『草原』第 5号	昭和16年 1 月
『草原』第 6号	昭和16年 5 月	草原談話会（全職員研究会）
『草原』第 7号	昭和16年 9 月
『草原』第 8号	昭和17年 1 月










































































5月	 22日	 尋 5 	 男　黒崎三	 地理	 ・女　佐藤	 地理	 	
	 24日	 高 2 	 男　清水	 地理	 ・女　竹内	 算術
	 28日	 尋 6 	 男　石川	 国史	 ・女　反町	 図画
6月	 5 日	 尋 3 	 東　我妻	 算術	 中　岡田	 書方	 西　重田	 綴方
	 14日	 尋 4 	 男　高津	 理科	 ・女　堀米	 算術
	 20日	 高 1 	 男　黒崎カ	 算術	 ・女　斎藤	 綴方
7月	 4 日	 尋 2 	 男　笠原	 読方	 ・女　原町	 読方


























『草原』第 2 号、第 3 号、第 4 号（昭和15年）
いずれも昭和15年。第 2 号は 1 月、第 3 号は 3 月、
第 4号は 9月となっている。
第 1 号と第 2 号の間に長い中断がある。斎藤喜博は
あまり詳しくは語らない。

















































































































































第 2 回は 5 月26日、第 3 回は 9 月30日に開かれた
（『草原』第 7号）
実際の話し合いの様子は、『草原』第 9号に、昭和17





















































み（ 5票）、平凡（ 5票）、大地（ 4票）、





































































今井正義は名和小学校に移っているが、 6 月 1 日の
談話会「瀬川先生を囲んでの座談会」に出席している。
出席者21名。（談話会記事 5）
宮城教育大学紀要　第48巻　2013
－279－
7 ．おわりに
玉村小学校と島小学校　・・・　授業研究の形態
最後に玉村小学校と島小学校の連続性をしめす例を
ひとつだけあげておこう。
島小学校ではさまざまな授業の形態とともに、授業
研究の形態もさまざまに行われていた。日記指導であっ
たり、音楽や、絵の指導であったり、作文その他、そ
の形はそのときどきでかわっているが、島小学校で行
われていることのほぼすべてが、玉村小学校ですでに
起こっていた。現在の学校ではあまり見かけないこと
がらであるが、授業を違う学年の子どもたちが見る、
というようなことも行われている。これもまた「授業
研究」のひとつの形態であろう。
玉村小学校（昭和 8 年）
子どもたちが参観にくる　他校の教師たちがくる　
母親たちがくる
こういう子どもたちであったので、親たちのなか
にもたくさんのファンが出てきた。学級だけで、一
学期に1回づつ母親の参観日を持ち、授業をみせたり
話し合いをしたりしたが、たくさんの親たちが出席
した。そういう参観日以外にも、個人的にすきなと
きに授業をみにきたり、放課後遊びにきたりする何
人かの母親もいた。こういう母親は、教師としての
私個人のファンのようにもなっていた。
五年生になってからは、校内の先生たちも個人的
に授業参観にくる人が多くなっていった。また、 5
月には六年生の女組が担任の先生と一しょに全員で
参観にきた。10月には高等科の一年の女組が全員で
参観にきた。12月には高等科二年生全員が参観に来
た。そのように上学年や下学年の生徒たちが他のク
ラスを参観するということは、この学級ではじめて
行なわれたものだった。そういうことによって、他
の学級のよいものを影響させあおうとしたのだった。
校長と職員とが対立しており、学校全体が組織体と
しての役割をはたしていないなかで、無意識のうち
に考え出されたものだった。
この年には他校の先生たちもつぎつぎと参観にき
た。11月には高崎東小学校の職員4名が参観にき、12
月には多野郡上野村の先生たち 3 名が参観にきた。
…	 （『可能性に生きる』全集12、pp.143-144）
島小学校（昭和27年～昭和39年）
1．他の学級の授業をみる
島小学校での特長の一つは、上級生が下級生の授
業をみたり、下級生が上級生の授業をみたりしたこ
とであった。これは、上級生は下級生の授業をみる
ことによって、下級生の学習を励ますばかりでなく、
自分たちより低いものの授業をみるから、そのよい
ところも悪いところもはっきりとみえ、自分たちの
授業の長所や短所をあらためて考えたり自信をつけ
たりすることができるのだった。また下級生は、上
級生のすぐれた授業をみることによって、それから
影響されたり励まされたりして、自分たちの学級の
学習のやり方を高めていくのだった。
同じようにして、合唱とか体操とか舞踊とか演劇
とかも、島小学校では絶えず上級生が下級生のをみ、
下級生が上級生のをみて影響し合い、それぞれの長
所をとり入れ合っていた。････
2．低学年の教材で授業をする
島小学校では、六年生が四年生の教科書にある教
材を使って授業をしたり、五年生が三年生の教科書
にある教材を使って授業をしたりした。これは特に
島小の初期のころ盛んに行なわれたことであるが、
それはつぎのような理由によってである。
････ 子どもたちも、初めは下級生の教材なので、
わかりきった教材だと思って馬鹿にしてかかった。
だが、学習していくうちに、つぎつぎと追求してい
かなければならない新しい問題が起こったりして、
学習に興味を持った。そして、その後の教材に立ち
向かう姿勢も、いままでとはちがうものになって
いったのだった。
展開技術や学習の方法を覚えることとは別の意味
で同じ教材を二度やることもあった。この場合は、
同じ学年でやる場合もあったし、学年が上になって
からやる場合もあったが、････
	 （『授業の展開』全集第 6巻、pp.174-175）
（平成25年 9 月30日受理）
『草原』全10号の発見と復刻
